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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根部と、前記屋根部から流れ落ちる雨水を受ける横樋を備えた雨樋と、前記屋根部及
び前記横樋の下方に配置された天井部と、を備えた屋外構造物であって、
　前記雨樋が、前記横樋と、前記横樋内の雨水が当該横樋の上端より低く設定された上限
高さを超えたときに当該上限高さを超えた雨水を前記横樋外に排出する排水手段と、前記
横樋の少なくとも１つの端部を塞ぐキャップ部材と、を備え、
　前記排水手段が、前記キャップ部材に設けられ、前記横樋内の雨水を前記横樋外に導く
第１通水部と、前記第１通水部に導かれた雨水を前記横樋より下方の位置から落下させる
第２通水部と、を有し、
　前記キャップ部材は、集水器及び縦樋とは別の位置に設けられると共に、前記横樋の端
部を塞ぐ第一部材と、前記横樋の長手方向側に前記第一部材と対向するように重ねて固定
された第二部材と、を有し、前記第一部材と前記第二部材との間に前記第１通水部及び前
記第２通水部が形成され、当該第２通水部から落下する水が視認できるように設けられ、
　前記排水手段の前記第２通水部が、前記第１通水部に導かれた雨水を前記天井部より下
方の位置から落下させるように構成され、
　前記天井部は、前記屋根部の下部に前記屋根部と前記横樋を覆うように設けられ、前記
キャップ部材が挿通される開口が形成されていることを特徴とする屋外構造物。
【請求項２】
　前記第１通水部及び前記第２通水部のうちの少なくとも一方が、管路で構成されている
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ことを特徴とする請求項１に記載の屋外構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カーポートやテラス等の屋外構造物に設けられる雨樋及びこの雨樋を備えた
屋外構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、カーポートやテラス等の屋外構造物には雨樋が設けられている。雨樋は屋外
に設置されていることから、排水部分に塵埃類などが堆積して詰まりを生じてしまうこと
がある。そして、例えば、特許文献１において、縦樋が接続される集水器の継手に螺旋状
の突条を設けることにより、雨水に回転力を付与して管路の詰まりを抑制する構成が開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－３６２３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、例えば、大量の落葉などが堆積した場合等、上記構成の能力を超えた塵
埃が堆積した場合には管路の詰まりを防ぐことができず、横樋から雨水があふれてしまう
ことがある。この場合において、横樋は集水器に向けて若干の排水勾配が設けられている
ことから、横樋からあふれた雨水はその側面や下面を伝って集水器に流れ、この集水器に
接続された縦樋の外面を伝って地面に流れることになる。そのため、横樋から雨水があふ
れていること、つまり、雨樋に詰まりが生じていることが容易には認識できなかった。
【０００５】
　また、横樋からあふれる雨水の量が多いときは地面に向けて直接流れ落ちることがある
。この場合において、横樋は排水勾配が設けられているものの略水平に配設されているこ
とから、当該横樋の経年劣化などにより不特定箇所に生じたゆがみ部分等から雨水が流れ
落ちることになる。そのため、雨水が流れ落ちる箇所が予測できず、人通りのある通路な
どに流れ落ちてしまうおそれがあった。
【０００６】
　そこで、本発明は、雨樋の詰まりを容易に認識することができるとともに、不特定箇所
からの雨水の落下を抑制できる雨樋及び屋外構造物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、屋根部と、前記屋根部から
流れ落ちる雨水を受ける横樋を備えた雨樋と、前記屋根部及び前記横樋の下方に配置され
た天井部と、を備えた屋外構造物であって、前記雨樋が、前記横樋と、前記横樋内の雨水
が当該横樋の上端より低く設定された上限高さを超えたときに当該上限高さを超えた雨水
を前記横樋外に排出する排水手段と、前記横樋の少なくとも１つの端部を塞ぐキャップ部
材と、を備え、前記排水手段が、前記キャップ部材に設けられ、前記横樋内の雨水を前記
横樋外に導く第１通水部と、前記第１通水部に導かれた雨水を前記横樋より下方の位置か
ら落下させる第２通水部と、を有し、前記キャップ部材は、集水器及び縦樋とは別の位置
に設けられると共に、前記横樋の端部を塞ぐ第一部材と、前記横樋の長手方向側に前記第
一部材と対向するように重ねて固定された第二部材と、を有し、前記第一部材と前記第二
部材との間に前記第１通水部及び前記第２通水部が形成され、当該第２通水部から落下す
る水が視認できるように設けられ、前記排水手段の前記第２通水部が、前記第１通水部に
導かれた雨水を前記天井部より下方の位置から落下させるように構成され、前記天井部は
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、前記屋根部の下部に前記屋根部と前記横樋を覆うように設けられ、前記キャップ部材が
挿通される開口が形成されていることを特徴とする屋外構造物である。
【０００８】
　請求項２に記載された発明は、前記第１通水部及び前記第２通水部のうちの少なくとも
一方が、管路で構成されていることを特徴とする請求項１に記載の屋外構造物である。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載された発明によれば、排水手段によって、横樋内の雨水が当該横樋の上
端より低く設定された上限高さを超えたときに当該上限高さを超えた雨水が横樋外に排出
される。そして、排水手段の第１通水部と第２通水部とによって、横樋内の雨水を横樋外
に導き、横樋より下方の位置から落下させる。このようにしたことから、雨水が雨樋の外
面を伝うことなく確実に第２通水部から落下するので、雨樋の詰まりを容易に認識するこ
とができるとともに、不特定箇所からの雨水の落下を抑制できる。
【００１２】
　請求項１に記載された発明によれば、横樋の少なくとも一方の端部を塞ぐキャップ部材
をさらに備え、排水手段が、キャップ部材に設けられている。例えば、押出成形により断
面均一に成形された横樋の場合、その一部に排水手段を設けるためには別工程が必要とな
るところ、キャップ部材は、横樋の端部形状に合わせて、例えば、樹脂材料を射出成形等
して成形され、又は、板金材料をプレス加工等して成形すればよい。そのため、キャップ
部材は、横樋に比べ、成形時の形状について自由度が高いので、容易に排水手段を設ける
ことができる。
【００１３】
　請求項２に記載された発明によれば、排水手段の第１通水部及び第２通水部のうちの少
なくとも一方が、管路で構成されている。このようにしたことから、例えば、表面を雨水
が伝う構成にした場合、雨水に勢いがあると表面から雨水が離れて広範囲に飛び散るおそ
れがあるが、管路にすることでこのような飛び散りを抑制できる。
【００１４】
　請求項１に記載された発明によれば、屋外構造物が、屋根部と、屋根部から流れ落ちる
雨水を受ける横樋を備えた雨樋と、屋根部及び前記横樋の下方に配置された天井部と、を
備えており、雨樋が、排水手段の第２通水部が、第１通水部に導かれた雨水を前記天井部
より下方の位置から落下させるように構成されている。屋外構造物において、意匠性を高
めるために屋根部及び横樋を天井部で覆うことにより下方から視認されないようにする構
成が採用されることがある。このような構成では、横樋からあふれた雨水が天井部に漏出
し、天井部上を伝って不特定箇所から地面に落下することが考えられる。そこで、排水手
段の第２通水部が、第１通水部に導かれた雨水を前記天井部より下方の位置から落下させ
るように構成することで、雨水が雨樋の外面及び天井部を伝うことなく確実に第２通水部
から落下するので、雨樋の詰まりを容易に認識することができるとともに、雨水の天井部
への漏出及び不特定箇所から落下を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係るカーポートの上方からの斜視図である。
【図２】図１のカーポートの下方からの斜視図である。
【図３】図１のカーポートの平面図である。
【図４】図３のＸ－Ｘ線に沿う断面図である。
【図５】図４の垂木部材の端部付近の拡大断面図である。
【図６】図５の雨樋の横樋及びキャップ部材の斜視図である。
【図７】図６のキャップ部材の分解斜視図である。
【図８】図６のＹ－Ｙ線に沿う断面図である。
【図９】図５の雨樋の下方からの拡大斜視図である。
【図１０】図１のカーポートの下方からの拡大斜視図である。
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【図１１】図１のカーポートが備える雨樋の第１変形例の構成を示す断面図である。
【図１２】図１のカーポートが備える雨樋の第２変形例の構成を示す図であって、（ａ）
は雨樋が備える横樋の側面図であり、（ｂ）は（ａ）のＺ－Ｚ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施形態に係る屋外構造物としてのカーポートについて、図１～図１
０を参照して説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態に係るカーポートの上方からの斜視図であり、図２は、図
１のカーポートの下方からの斜視図であり、図３は、図１のカーポートの平面図である。
図４は、図３のＸ－Ｘ線に沿う断面図であり、垂木部材のアーチ形状の一例を示す。図５
は、図４の垂木部材の端部付近の拡大断面図である。図６は、図５の雨樋の横樋及びキャ
ップ部材の斜視図であり、図７は、図６のキャップ部材の分解斜視図である。図８は、図
６のＹ－Ｙ線に沿う断面図であり、排水部を流れる雨水を説明する図である。図９は、図
５の雨樋の下方からの拡大斜視図である。図１０は、図１のカーポートの下方からの拡大
斜視図であり、具体的には、図８において天井部を備えた構成での図である。
【００１８】
　図１～図３に示すカーポート（図中、符号１で示す）は、複数の支柱１０と、屋根部２
０と、雨樋３０と、天井部４０と、を備えている。
【００１９】
　屋根部２０は、水平に配置された枠フレーム２１を有している。この枠フレーム２１は
、互いに平行な一対の奥行フレーム２２、２２と、互いに平行な一対の前後フレーム２３
、２３とが四角枠状に接合されている。この枠フレーム２１の四隅には、地面に垂直に固
定された複数の支柱１０が接合されている。これにより、屋根部２０は、複数の支柱１０
により支持されている。
【００２０】
　また、屋根部２０は、複数の垂木部材２４と、複数のつなぎ部材２５と、複数の屋根板
２６と、を有している。
【００２１】
　複数の垂木部材２４は、図４、図５に示すように、それぞれがアーチ形状（上方に凸の
山形）に形成されており、それぞれの両端が一対の奥行フレーム２２、２２に固定されて
いる。ここで、アーチ形状には、全体が連続した曲線状となる円弧形状、円弧部分及びこ
の円弧部分の両端に連接された２つの直線部分からなる複合形状、並びに、２つの直線部
分の一端が連接された直線山形形状など、長手方向中央部が上方に凸の山形に形成された
形状が含まれる。これら複数の垂木部材２４は、奥行フレーム２２の長手方向に等間隔で
かつ前後フレーム２３と平行に配列されている。
【００２２】
　複数のつなぎ部材２５は、それぞれが棒状に形成されている。複数のつなぎ部材２５は
、複数の垂木部材２４のそれぞれの間に設けられており、両端部が互いに隣り合う垂木部
材２４の中央部に固定されて、これら互いに隣り合う垂木部材２４を接続している。これ
ら複数のつなぎ部材２５に代えて、一対の前後フレーム２３、２３の中央部間に１本の棟
木部材を架け渡し、この棟木部材に複数の垂木部材２４の中央部を固定するようにしても
よい。なお、本実施形態において、複数の支柱１０、枠フレーム２１、複数の垂木部材２
４及び複数のつなぎ部材２５はアルミニウム合金製であるが、勿論、これ以外の材料を用
いてもよい。
【００２３】
　複数の屋根板２６は、例えば、ポリカーボネート樹脂、アクリル樹脂又はガラスなどの
採光可能な透明又は半透明の材料を用いて略矩形板状に形成されている。複数の屋根板２
６は、複数の垂木部材２４のそれぞれの間に設けられ、互いに隣り合う垂木部材２４の間
に支持されている。複数の屋根板２６は、雨水が一対の奥行フレーム２２、２２に向かっ
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て流れるように、一対の奥行フレーム２２、２２寄りの端部が最も低い位置となり、つな
ぎ部材２５付近の箇所が最も高い位置となるように配設されている。
【００２４】
　雨樋３０は、横樋３１と、キャップ部材３４と、図示しない集水器及び縦樋と、を有し
ている。
【００２５】
　横樋３１は、例えば、合成樹脂やアルミニウム合金などを材料に用いて形成されており
、図５に示すように、帯板状の底壁部３２と、この底壁部３２の幅方向に相対する両縁部
に立設された一対の側壁部３３、３３と、を一体に有している。横樋３１は、複数の屋根
板２６から流れ落ちる雨水を受けるように、取付部材５１により一対の奥行フレーム２２
、２２の内側（垂木部材２４側）側面に、当該奥行フレーム２２と略平行に固定されてい
る。横樋３１の所定箇所には図示しない集水器が設けられ、この集水器に縦樋が接続され
ている。横樋３１は集水器に向かって若干の下り勾配が設けられており、当該横樋３１で
受けた雨水は集水器に流れて縦樋内を落下する。
【００２６】
　キャップ部材３４は、例えば、合成樹脂や板金などを用いて形成され、図６、図７に示
すように横樋３１の一方の端部に固定されている。なお、本実施形態において、横樋３１
の他方の端部は図示しない蓋部材により塞がれた構成としているが、勿論、他方の端部に
もキャップ部材３４を設けた構成としてもよい。キャップ部材３４は、第１部材３６と第
２部材３７とを有している。
【００２７】
　第１部材３６は、上部が横樋３１の断面形状と略同一形状に形成され、下部が横樋３１
の底壁部３２及び後述する天井部４０より下方に延在するように形成された本体部３６ａ
を有する板状部材である。第１部材３６は、横樋３１の端部に取付けられて当該横樋３１
の端部を塞いでいる。第１部材３６の本体部３６ａ上端部には、切り欠き３６ｂが設けら
れている。この切り欠き３６ｂは、その内縁部３６ｃの高さが横樋３１の一対の側壁部３
３のうちの低い方の側壁部３３の上端の高さより低くなるように形成されている。これに
より、横樋３１内に雨水が溜まった場合において、雨水が横樋３１の側壁部３３の上端を
超えるより先に切り欠き３６ｂを超えて横樋３１外に流れ出る。切り欠き３６ｂの内縁部
３６ｃの高さが、横樋３１内の雨水における上限高さとなる。
【００２８】
　第２部材３７は、第１部材３６と平面視略同一形状に形成された本体部３７ａと、本体
部３７ａの上端部から横樋３１内側方向に延在する庇部分３７ｂと、を有する板状部材で
ある。第２部材３７は、第１部材３６との間に空間が形成されるように当該第１部材３６
に重ねて固定される。
【００２９】
　第１部材３６と第２部材３７とが重ねられると、図８に示すように、第１部材３６の切
り欠き３６ｂと第２部材３７の庇部分３７ｂとの間に、横樋３１内の雨水を横樋３１外に
導く管路である第１通水部３８が形成され、第１部材３６の本体部３６ａと第２部材３７
の本体部３７ａとの間に、第１通水部３８に導かれた雨水を横樋３１及び天井部４０より
下方の位置から地面に落下させる管路である第２通水部３９が形成される。
【００３０】
　これら第１通水部３８及び第２通水部３９は、横樋３１内の雨水が当該横樋３１の上端
より低く設定された上限高さ（即ち、切り欠き３６ｂの内縁部３６ｃ）を超えたときに当
該上限高さを超えた雨水を横樋３１外に排出する排水手段としての排水部３５を構成する
。第２通水部３９の下端３９ａは、図９、図１０に示すように横樋３１の底壁部３２及び
天井部４０より下方に位置づけられている。また、本実施形態において、図８に示すよう
に、第２部材３７の庇部分３７ｂは、その先端３７ｃが第１部材３６の切り欠き３６ｂの
内縁部３６ｃより低い位置となるように形成されている。
【００３１】
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　天井部４０は、例えば、合成樹脂などを用いて平板状に形成されており、屋根部２０の
下部に、当該屋根部２０及び雨樋３０の横樋３１等を覆うように取付けられている。天井
部４０は、屋根部２０及び横樋３１等を覆うことにより、これらが下方から視認されない
ようにしている。また、天井部４０には、キャップ部材３４が挿通される開口４０ａが形
成されている。
【００３２】
　次に、本実施形態の作用について、図８を参照して説明する。塵埃などが堆積すること
により雨樋３０の集水器が詰まった場合、横樋３１に雨水が溜まる。そして、横樋３１内
に溜まった雨水の高さが所定の上限高さ（即ち、切り欠き３６ｂの内縁部３６ｃの高さ）
を超えると、雨水がキャップ部材３４の切り欠き３６ｂを超えて第１通水部３８から横樋
３１外に流れ出て、この流れ出た雨水は第２通水部３９を通り、横樋３１及び天井部４０
より下方の位置から地面に落下する。図８において、雨水の流れを矢印で模式的に示す。
また、第２部材３７の庇部分３７ｂは、その先端３７ｃが第１部材３６の切り欠き３６ｂ
の内縁部３６ｃより低い位置にあるため、横樋３１内に溜まった雨水の水面に浮かぶ落葉
などが第１通水部３８に進入して詰まってしまうことを抑制する。
【００３３】
　以上より、本実施形態によれば、排水部３５によって、横樋３１内の雨水が当該横樋３
１の上端より低く設定された上限高さを超えたときに当該上限高さを超えた雨水が横樋３
１外に排出される。そして、排水部３５の第１通水部３８と第２通水部３９とによって、
横樋３１内の雨水を横樋３１外に導き、横樋３１より下方の位置から落下させる。このよ
うにしたことから、雨水が雨樋３０の外面を伝うことなく確実に第２通水部３９から落下
するので、雨樋３０の詰まりを容易に認識することができるとともに、不特定箇所からの
雨水の落下を抑制できる。
【００３４】
　また、横樋３１の一方の端部を塞ぐキャップ部材３４をさらに備え、このキャップ部材
３４に排水部３５が設けられている。押出成形により断面均一に成形された横樋３１の場
合、その一部に、横樋３１内の雨水が当該横樋３１の上端より低く設定された上限高さを
超えたときに当該上限高さを超えた雨水を横樋３１外に排出する排水手段を設けるために
は別工程が必要となるところ、キャップ部材３４は、横樋３１の端部形状に合わせて、例
えば、樹脂材料を射出成形等して成形し、又は、板金材料をプレス加工等して成形すれば
よい。そのため、キャップ部材は、横樋３１に比べ、成形時の形状について自由度が高い
ので、容易に排水手段としての排水部３５を設けることができる。
【００３５】
　また、排水部３５の第１通水部３８及び第２通水部３９が、管路で構成されている。こ
のようにしたことから、例えば、表面を雨水が伝う構成にした場合、雨水に勢いがあると
表面から雨水が離れて広範囲に飛び散るおそれがあるが、管路にすることでこのような飛
び散りを抑制できる。
【００３６】
　また、カーポート１が、屋根部２０と、屋根部２０から落ちる雨水を受ける横樋３１を
備えた雨樋３０と、屋根部２０及び前記横樋３１の下方に配置された天井部４０と、を備
えており、雨樋３０の排水部３５の第２通水部３９が、第１通水部３８に導かれた雨水を
天井部４０より下方の位置から落下させるように構成されている。カーポート１において
、意匠性を高めるため屋根部２０及び横樋３１を天井部４０で覆うことにより下方から視
認されないようにする構成が採用されることがある。このような構成では、横樋３１から
あふれた雨水が天井部４０に落下し、天井部４０上を流れて不特定箇所から地面に落下す
ることが考えられる。そこで、排水部３５の第２通水部３９が、第１通水部３８に導かれ
た雨水を天井部４０より下方の位置から落下させるように構成することで、雨水が雨樋３
０の外面及び天井部４０を伝うことなく確実に第２通水部３９から地面に落下するので、
雨樋３０の詰まりを容易に認識することができるとともに、不特定箇所からの雨水の落下
を抑制できる。
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【００３７】
　以上、本発明について、好ましい実施形態を挙げて説明したが、本発明の雨樋及び屋外
構造物はこれらの実施形態の構成に限定されるものではない。
【００３８】
　例えば、上述した実施形態では、横樋３１の端部を塞ぐキャップ部材３４に排水部３５
が設けられた構成であったが、これに限定されるものではない。
【００３９】
　例えば、図１１に示す雨樋３０Ａでは、横樋３１の底壁部３２を貫通して固定された排
水手段としての管状の排水管５５が設けられている。この排水管５５の上端は、横樋３１
の側壁部３３の上端より低く位置づけられている。また、排水管５５の下端は、横樋３１
の底壁部３２より低く位置づけられている。排水管５５の横樋３１内に位置する部分の内
側が第１通水部５８であり、排水管５５の横樋３１外に位置する部分の内側が第２通水部
５９である。雨樋３０Ａでは、横樋３１内に溜まった雨水の高さが所定の上限高さ（即ち
、排水管５５の上端の高さ）を超えると、雨水が排水管５５の上端を超えて排水管５５の
内側に流れ込み、当該排水管５５内側を通り、横樋３１より下方の位置から地面に落下す
る。
【００４０】
　または、例えば、図１２（ａ）、（ｂ）に示す雨樋３０Ｂでは、横樋３１の一方の側壁
部３３における上端より低い箇所に、横樋３１の内外を貫通する排水口６８が形成されて
おり、当該一方の側壁部３３の外面に一体に、排水口６８の直下から底壁部３２の下方ま
で鉛直方向に延在する柱状の導水部６９が設けられている。これら排水口６８及び導水部
６９は排水手段としての排水部６５を構成し、排水口６８が第１通水部であり、導水部６
９が第２通水部である。雨樋３０Ｂでは、横樋３１内に溜まった雨水の高さが所定の上限
高さ（即ち、排水口６８の高さ）を超えると、雨水が排水口６８から横樋３１外に流れ出
て、導水部６９を伝って横樋３１より下方の位置から地面に落下する。横樋３１に代えて
、横樋３１の端部を塞ぐキャップ部材に、上記排水口６８及び導水部６９と同様のものを
設けて排水部としてもよい。これら雨樋３０Ａ、雨樋３０Ｂにおいても、上述した実施形
態の雨樋３０と同様の作用効果を奏する。
【００４１】
　また、上述した実施形態では、排水部３５の第１通水部３８及び第２通水部３９が共に
管路で構成されていたが、これに限定されるものではなく、第１通水部３８及び第２通水
部３９のいずれか一方のみが管路で構成されていてもよい。
【００４２】
　また、上述した実施形態では、カーポート１が天井部４０を備えた構成であったが、こ
れに限定されるものではなく、天井部４０を備えない構成であってもよい。この場合、雨
樋３０の排水部３５は、横樋３１より下方から雨水を落下させるように構成されていれば
よい。
【００４３】
　また、上述した実施形態では、屋外構造物の一例としてカーポートについて説明するも
のであったが、これに限定されるものではなく、例えば、テラス等の雨樋を備えた屋外構
造物であれば、本発明を適用することができる。
【００４４】
　なお、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。即ち、当業者は、従来公知の知見に従い、本発明の骨子を
逸脱しない範囲で種々変形して実施することができる。かかる変形によってもなお本発明
の雨樋及び屋外構造物の構成を具備する限り、勿論、本発明の範疇に含まれるものである
。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　　　カーポート（屋外構造物）
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　１０　　　支柱
　２０　　　屋根部
　２１　　　枠フレーム
　２２　　　奥行フレーム
　２３　　　前後フレーム
　２４　　　垂木部材
　２５　　　つなぎ部材
　２６　　　屋根板
　３０、３０Ａ、３０Ｂ　雨樋
　３１　　　横樋
　３４　　　キャップ部材
　３５　　　排水部（排水手段）
　３６　　　第１部材
　３７　　　第２部材
　３８　　　第１通水部
　３９　　　第２通水部
　４０　　　天井部
　５５　　　排水管（排水手段）
　６５　　　排水部（排水手段）
　６８　　　排水口
　６９　　　導水部

【図１】 【図２】



(9) JP 6332973 B2 2018.5.30

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】



(10) JP 6332973 B2 2018.5.30

【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(11) JP 6332973 B2 2018.5.30

10

フロントページの続き

(72)発明者  市川　聖士
            東京都江東区大島二丁目１番１号　株式会社ＬＩＸＩＬ内

    審査官  坪内　優佳

(56)参考文献  実開昭５０－０２３７２１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０１３－１５５５４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２４６６１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２３２４１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３１３９７７１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５４－０８４８１５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭６３－１４０４１５（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｄ　　１３／０４－１３／０６４
              Ｅ０４Ｈ　　　１／１２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

